



The Kishu Han during the Genroku Period; the Research of its Domain 
and Kumano and the Three Territories of Ise 
 
 





 The Kishu Han had been putting emphasis on the improvement of agricultural production since the 
latter half of 17th century. The progress of agricultural techniques and civil engineering besides the 
enhancement of farmers consciousness to the development of their districts allowed construction of 
irrigation ponds and a great scale of sluices. Moreover the Kishu Han edited research papers on actual 
conditions of its domain. It consists of territories with 550,000 Goku stretching over two domains; 
both Kii and Ise. Its research papers are highly valued as precise, written out by employing its 
organizations. Based on these data I want to make out the actual state of the Kishu Han in the latter half 
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 紀州藩は、元禄 12 年（1699）2 月書き上げの「御国并勢州三領共郡々覚記」1）（以下「郡 
 









地域性に差異のある 3 地域からなっている。 













１．藩内 11 郡域の概況 
 
 「郡々覚記」と「諸色覚帳写」の調査内容は、口六郡と両熊野の各郡奉行・代官が統轄








状態の良否を記しているが、「諸色覚帳写」は、藩内 11 郡域を、1 位那賀郡、2 位有田郡、 
鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１７，２０１０48
3 位伊都郡、4 位名草郡、5 位海士郡、6 位日高郡、7 位奥熊野、8 位白子領、9 位松坂領、
10 位田丸領、11 位口熊野と評価順位を決めていて興味深い。 
          表１ 紀州藩郡別（含伊勢三領）農村状況                            
郡 家居・人柄・田畑状況調べ 郡の順位 
 伊都 家居・人柄(上)、風俗(上々)、田畑土地(上)、米(上)、麦(中)、木綿(上、多)   3 
 那賀 家居・人柄・風俗(宜)、田畑土地(能)、米(上)、麦(中の上)、木綿(上、多)    1 








 有田 家居・人柄(能)、田畑(中)、米(中の上)、麦(中)、木綿(少々)    2 
 日高 家居・人柄(中)、田畑土地(中より劣)、米(上々)、麦(下)、木綿(わずか)    6 
口熊野 家居・人柄(不宜)、土地悪く田畑半分宛、米(下)、麦(下々)、木綿(作らず)   11 
奥熊野 家居・人柄(中)、土地悪く田畑半分宛、米(下)、麦(下々)、木綿(作らず)    7 
 田丸 家居・人柄(中)、田畑土地(中)、米(中)、麦(下)、木綿(作らず)   10 
 松坂 家居・人柄(宜)、田畑土地(中より少し宜)、米(中)、麦(下)、木綿(少々)    9 
 白子 家居・人柄(中)、米(中)、麦(下)、木綿(少々)、山方麦田(多)    8 




















































郡 本田畑押合(平均) 荒地高 荒地面積 
 伊都 1石3斗6升1合3勺 1900石5斗3升 116町9反3畝 
 那賀 1石5斗2升7合 3370石 265町7反8畝 
 名草 1石5斗3升7合5勺 1277石9斗 102町9反 
 
海士 1石4斗3升5合 2799石8斗9升 182町1反3畝 
 有田 1石2斗3升 3328石0斗3升 235町7反0畝 
 日高 1石1斗4升1合 1696石4斗3升 111町6反4畝8歩 
 口熊野     9斗7升7合8勺 1247石3斗 121町8反5畝1歩 
 奥熊野 1石2斗3升9合 2983石0斗8升 198町6反2畝8歩 
 田丸 1石2斗7升3合 2991石7斗 166町2反5畝 
 松坂 1石2斗5升3合8勺 7348石9斗 481町7反8畝 











































新宮城下迄之道筋」として下田原～浦神 1里 1町、浦神～庄 26町 30間、庄～二河 1里 50間、
二河～湯ノ川 12町、湯ノ川～天満20町 33間、天満～浜ノ宮 5町 26間、浜ノ宮～佐野 2里 10町、






川村～鵜殿村 5町、鵜殿村～阿田和村 1里 30町、阿田和村～有馬村 2里 34町 50間、有馬村～




















            表３ 紀州藩領伝馬所と馬数 
郡別 伝馬所（馬数） 伝馬所数 
 伊都  名手市場(18疋)、橋本(66疋)、土田(10疋)、鷲家(20疋) 4 
 那賀  岩出(21疋) 1 
 名草  新内(町より相立)、山口里(27疋) 2 
 海士  内原(13疋)、加茂谷(20疋) 2 
 有田  宮原(20疋)、湯浅(20疋)、井関(20疋) 3 
  日高  原谷(20疋)、小松原(19疋)、印南(19疋) 3 
 口熊野  野中(18疋)、近露(15疋)、高原(16疋) 3 
 奥熊野  本宮(人足・舟ニ而伝馬相勤)、二郷(同断)右の外在々村継 2 
 
田丸












 白子・一志  上野(30疋)、白子(30疋)  2 
                         計 38 
  (注 1)「御領分諸色数并土地之事」には田丸と松坂に伝馬が設けられている 
  (注 2)田辺領・新宮領は独自の伝馬を設けている 
 



















いだ。一方大辺路には朝来・富田の 2 か所に伝馬所が置かれた。5 か所の伝馬所は 200 石

























 伊都郡では「大川井三ヶ所」とあり、中飯降井（懸下 6 か村 3000石程）、新在家井（懸




んでいる。また「近年新規ニ申付候池井溝普請」に 8 か池の普請があげられており、この 
うち 6 か池は古池の嵩上げ普請であり、2 か池は新池の普請である。 
 那賀郡は「大川井五ヶ所」で、大規模な井堰である。紀ノ川に沿う藤崎井（懸下 35 か村
石高不明）、小倉井（懸下 8 か村 3250石余）と支流の野上川筋（現貴志川）にはやや小規
模の神戸井（懸下 2 か村 860石余）、丸栖井（懸下 2 か村 430石余）、佐々井（懸下 4 か
村 968石程）があった。「近年新規ニ申付候普請」は 10 か池あり、うち池浚・洩留・嵩置
が 8 か池で、新池普請は 2 か池で行われている。また懸下 39 か村におよぶ藤崎新井の普請
も始まっている。 
名草郡は「大川井三ヶ所」で、宮井が 1万
6100石余（懸下は名草分 23 か村 1万 2000石
余、海士分 18 か村 4100石余、その後新規に 4
か村が懸下に加わっている）、四ヶ井（懸下 7
か村 3070石程）、六ヶ井が 1万石余（懸下名























 池  数 潅漑数 
元禄期 享保期 元禄期 享保期 
伊都 806 818 3 4 
那賀 637 643 5 
9
 
名草 329 321 3 
海士 706 732 ― ― 
有田 312 311 6 6 
日高 458 413 4 4 
口熊野 14 14  ― 
奥熊野 9 9 ― ― 
田丸 110 98  
8 松坂 85 46 ― 
白子 88 187 3 








築重置」など 5 か所で、他に新田 67町、高 400石程と記されている。 
 有田郡は「大川井六ヶ所」で、有田川からの井堰である。庄村井（懸下 11 か村 1329石
余）、宮原井（懸下 8 か村 2146石余）、星尾井（懸下 7 か村 2760石余）、井ノ口井（懸下 2
か村 42石余）、糸我井（懸下 2 か村 668石余程）、箕島井（懸下 3 か村 926石）である。 
「近年新規ニ申付候普請」は、「池前築重置」が 3 か所、「新池築造」1 か所と池普請が行
われ、他に「見立置新田」6 か所、高 112石余の小規模な新田開発が見られる。 
 日高郡は「大川井 4 か所」で、六郷井（懸下 7 か村 3635石余）、野口井（懸下 1 か村 418






 口熊野は「見立新田」が 5 か所記され、零細な新田が開発されている。しかし、池数は 14
か所で潅漑設備は少ない。「近年新規ニ申付候普請」は、古座川筋で新溝普請が 2 か所で
ある。新池築造は古座川筋と日置川筋で各 2 か所記されている。 
 奥熊野は井堰がなく、池数は 9 か所で他郡に比べて潅漑設備は少ない。「見立置新田畑」
が 8 か所 17 町 8 反で、熊野灘沿岸の新鹿～尾鷲にかけての村々と北山川沿いの山村で見
られるが、地形的に大規模な新田開発が可能な場所が少ないうえ、藩都からも遠いことも
あり、紀州藩も開発を手掛ける余裕がなかったのであろう。 
 伊勢国では、田丸領の「見立置新田場」が 7 か所あり、60町 5反、342石ほどである。
池数は 110 か所で、「近年新規ニ申付候普請」は「新井切削」1 か所と「池嵩置」1 か所で
ある。「里方ハ大形水田ニ而土地悪、作物実悪し」と記されている。松坂領は「見立新田
畑」が 14 か所、177町 1282石ほどである。他に川俣谷に新田高 1040石余が見られる。「里
方多、山方少、夫故水田多、然共田丸ハ土地宜作物ミのりよし」と安定している。池数
は 85 である。新規の池普請は 2 か所で潅漑用水はない。白子領一志郡は「大川井 3 か所」
で、笠松井（懸下 5 か村 2987石余）、井生村井（懸下 16 か村 654石 8斗）である。「見立
新田」は 5 か所 10 町 83 石余である。池数 88 か所で伊勢三領のうちで潅漑設備がもっと
も整っている。水田状態もよい。 
 紀州藩は、元禄 9 年（1696）から新田畑の開発を手掛けるようになった。大畑才蔵ら「地
方巧者」を普請手代として採田し、和歌山の会所詰に任じ、勘定方の役人の配下に配置し
て藩領の地域開発に深くかかわらせている。同年に添奉行田代七右衛門にしたがって両熊
野の巡見を皮切りに紀ノ川流域の全面的な見分を行っている。翌 10 年は 2 月と 9 月に伊
勢領、7 月には越前丹羽郡の見分をしている。そして元禄 15 年 2 月までの 6 年間に 10 回
鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１７，２０１０56
の伊勢三領の見分に出張し、長期間滞在して村々の潅漑設備の普請や改修に携わっている。
元禄 11 年正月～4 月に一志郡雲出川と支流の中村川の間の大規模用水（新井）の普請に
携わっている。また 9 月～11 月にかけて伊勢三領の新田開発の可能性のある村々の見分








6 万 2013 石余であり、松坂領は山田領・津領のうちの飯高郡・久居領・大和領の一志郡
と接して 143 か村、7 万 73 石余である。白子領は山田領・津領・久居領・亀山領と接し













らに御蔵領は新宮領を挟んで口熊野と奥熊野に 2 分されていた 21）。 
 口熊野は紀伊水道側に周参見組 40 か村、紀伊半島南端部に江田組 22 か村、熊野灘側に
古座組 43 か村がある。内陸部は古座川上流部に三尾川組 26 か村、日置川上流の四番組 30
か村を合わせて 5組 161 か村を西向浦に置かれた郡奉行所と古座中湊村に置かれた代官所
が管轄した（口熊野郡代官所は周参見浦へ移転する年月は元禄末～宝永初と推定される）。 
 奥熊野の領域には熊野灘に面した木本組 20 か村、尾鷲組 14 か村、相賀組 11 か村、長
島組 13 か村の 4 組 58 か村と内陸部には本宮組 12 か村、入鹿組 14 か村、北山組 16 か村
元禄期紀州藩の所領調査と熊野・伊勢三領 57
（別に新宮領の北山組 7 か村がある）の 3 組 42 か村があり、合計 7 組 100 か村を木本浦
に置かれた奥熊野代官所が管轄した。 

















上け知・明け知共」が 28 か村、「同与力知」が 20 か村で合わせて 137 か村、「田辺附」（安
藤氏直轄地）が 64 か村「同上け知」が 19 か村、「同与力知」が 20 か村で合わせて 103 か
村と記されている。 
 『南紀徳川史』所収の「紀州勢州和州御領分御高并村名帳」23）によると水野氏の直轄地
は、浅里組 7 か村、三ツ村組 7 か村、大山組 9 か村、敷屋組 8 か村、川ノ内組 8 か村、請
川組 11 か村、三里組 7 か村の「川丈 7 か組」と呼ばれた新宮川に沿う 7組 49 か村と支流
北山川沿いの北山組 7 か村、および新宮組 1 か村、佐野組 6 か村、那智組 6 か村、成川組 5
か村、有馬組 7 か村の熊野灘に沿う 25 か村を合わせた 89 か村である。また上け知・明け
知は相野谷組 7 か村、尾呂志組 7 か村、太田組のうちの 6 か村、色川組のうちの 3 か村、
有馬組のうちの 3 か村の 26 か村であり、与力知が太田組のうちの 12 か村、色川組のうち
の 19 か村を加えて、新宮領は全 17組 134 か村である。 
 田辺領は、安藤氏の直轄地は田辺組 6 か村、芳養組 11 か村、秋津組 3 か村、三栖組 9
か村、富田組 14 か村、朝来組のうちの 5 か村、三番組 9 か村と牟婁郡のうちで 7組 57 か
村と日高郡では南部組のうちの 5 か村を合わせた 62 か村である。上け知・明け知は南部
組のうちの 7 か村、切目組のうちの 5 か村と牟婁郡では四番組に 2 か村、周参見組に 3 か
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村で合わせて 17 か村であり、与力知は南部組に 14 か村、切目組 2 か村、朝来組 2 か村で 18




力と新宮与力に付せられた横須賀党の者もいる。田辺与力は 36 人で、各 200 石の低給で
田辺に移住させられた。田辺の与力知は全部で 7200石で日高郡で給された。新宮の与力知
は全 5200 石が牟婁郡の新宮周辺で給された。内訳は、600 石 1 人、550 石 1 人、300 石 5
人、200石 3人、150石 3人と 13人の 3700石がわかるが、13人以外の与力が不明である。

















  天保 5 年（1832）12 月の「紀伊国郷帳」26）の紀伊国の村数は 1337 か村で石高は 44万 858
石 3斗 8升余である。牟婁郡は村数が 448 か村で藩全体の村数の 33,5％であるが、石高は
10 万 2872 石 8 斗 8 升余で 23,3％である。牟婁郡の一村あたりの平均村高は、紀伊国全
体の一村あたりの村高の 3 分の 2 である。10石～200石台の村が圧倒的に多く、村高が 10
石未満が 3 か村、10 石台の村は 17 か村を数える。地域的には口熊野の日置川と古座川上

















に鯨網船 6 艘・鯨船 55 艘・浮樽船 1 艘・鯨網 240 張とともに鰹えさ網 105 張、鰹取網 77
張、奥熊野では鰹取網 18 張が記されており、鯨漁と鰹漁が主要な漁業であった。伊勢田
丸領にも鰹船 45艘と鰹餌網 31張がみられる。遠く潮岬沖まで南下して漁獲していた。ま










































たうえで、百姓の人柄・心立て・風俗・財力の状況をまとめ、1 位那賀・2 位有田・3 位伊
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  本稿をまとめるにあたり、田辺市大塔村史編さん室の協力を得たことをお礼申しあげる。 
 
元禄期紀州藩の所領調査と熊野・伊勢三領 63
